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!土管の太さ:直径1.6-5寸 (十 15cm) …ー cm
地下埋設深度 60cm-l.5m，研究所内は約 1m.
土管の外部:約 20cmほどの厚さに珪藻土混合物を塗りつける(第2園参照)
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1=導管の長さ， -dT=冷却温度， ー -dY--導管側壁の温度勾配平一均
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以上は導管詮中に分湯がなく流通量 gが一定であわ導管の大さ YO も一定なら問題はない
が，賓際には途中所k に分校があり，従って g もYO も不連寵的に費化する。され、ふ場
合でも熱傍導率Aと敷設深度が費らす下 1が一定ならば， (4)式は成立する。但し sは q
及び了。の費る毎に夫れに磨、1歩る様に計算すべきは勿論である。例へば泉源より距離M1の










































よりの距離や η 鉛直線と F との旬角を α，捕の温度を Hとすれば，熱停導の基本式は
境界僚件は
vf a224+lau 。
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次に泉管が有限の大さをもち牛径 roである場合には，泉管の温度 Tは (8)式の r=ro
o7'.. ou に於ける H の千均， ôr は~の平均と見て賓用上差支あるまい。 即ち
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特に，別府引湯では roは 2hIこ比し 1/40内外に過ぎないが， かやうに導管の*径が
敷設深度の二倍に比して甚小なる場合には





或は (10つにより λぞ修正し (4)式を遁用すべきものであることも知られる。
情冷却係数ユの算式 (10)(10')は，引湯導管の埋設に営り賓用上極めて適切な指標を
輿へる。 即ち Aが小さく Aや roが大なる程冷却係数 kが小で弓|湯の能率はよくなる
が，其の内敷設深度 Aは別府引湯程度(h/ro主20)にすれば夫れ以上深くしても著しい放






'" 第 1表埋設深度と冷却係数五(相針値) 、
1i什10






其等の親測温度を各引湯の一般化された距離 sと共に第2表に掲ける。 sの計算には gぞ
cc/min， 1'0 とfとは cmに換算しずこ故翠f立は (min/cmJである。尚親訴訓|リl醐期四日間のZ卒F均
地温 0と泉源温度九は y九o=7目4プ
却度 Y九b一T及ひび，T-oをも算出して問、表に附記した0・
第 2表奥村虎太郎氏自E申告温泉 (19-H IV 刊 -V.3調査，地温8=17."3C) 
使 用 者 |流付与度lmlT手| J s 
泉 源 (総計) LJM 
。C 11】 mill/cm 
M， 702.6 74.4 57.1 。 。
λr2 73.4 66.1 1.0 283 1.8 
M. 72.4 55.1 2.0 1368 9.2 
λr， (放流) 47.9 71.7 54.6 2.7 2129 11.8 
S， 70.8 53.5 3.6 2269 13.0 
S2 70.2 52.9 4.2 2485 14.9 
S. 69.5 52.2 4.9 2695 18.5 
s‘ 68.0 50.7 6.4 2837 18.0 
S. 70.6 53.3 3.8 2261 13.5 
S， 69.5 52.2 4.9 2760 19.9 
S， 61.8 44.6 12.6 
京 大 研 究 所 11.1 65.1 37.8 19.3 1833 56.7 
2 中 山 見Ij 誕 27.0 63.8 46.5 10.6 1913 25.1 
3 逓信 省療養 所 17.5 50.3 33.0 24.1 2601 122.7 
(178 ) 
事I i湯の研究
4 池 悶 兵 老 6.4 63.6 46.3 24.3 
5 Jlr 内 3.9 66.6 49.3 7.8 I 2711 20.6 
6 中 島 0.7 56.8 39.5 17.6 i 2727 50.3 
7 甲 斐 大 量産 12.5 64.0 46.7 10.4 2759 23.4 
8 大 棒 久 次 艮日 13.4 61.5 44.2 12.9 2859 31.9 
9、 定 行 i¥ 艮日 20.1 57.6 40.3 16.8 2908 33.8 
10 / 栗 山 借 家 人 6.1 64.7 47.4 9.7 2942 28.2 
1 後 藤 良 6.0 61.6 44.3 12.8 2961 31.4 
12 渡 量是 I、茂 8.3 61.1 43.8 13.3 2974 33.1 
13 容 雪食 図 16.1 64.0 46.7 10.4 2903 44.8 
14 陶 山 13.8 58.8 41.5 15.6 2978 32.0 
15 清 手目 間 17.6 51.5 34.2 22.9 3218 57.6 
16 陸 軍 療 養 !lJT 57.2 68.4 51.1 6.0 2840 20，0 
17 市中 回 重 一 3.1 61.2 43.9 1-3.2 3068 30.7 
a 
18 -ー 橋 安 衣 7.2 55.1 37.8 19.3 3121 36.9 
-貝 烏 15.8 60.1 42.8 14.3 3129 31.0 
20 東 発H 校 11.1 64.6 47.3 9.8 3149 29.4 
21 橋 口 15.9 63.6 46.3 10.8 3204 32.8 
22 安 部 雪量 也 13.9 62.1 44.8 12.3 3223 34.5 
23 前 国 9.1 57.5 40.2 16.9 3376 40.9 
24 片 山 験 11.9 55.9 38.6 18.5 3426 45.5 
25 JI 府 市 長 令 11.3 56.0 38.7 18.4 3414 45.8 
26 山 周 耕 卒 15.6 56.0 38.7 18.4 i 3422 44.0 
27 庚 、瀬 額 司 23.6 60.9 43.6 13.5 3090 43.8 
28 安 部 英 i 吉 6.6 61.9 44.6 12.5 3031 38.3 
29 山 岡 7.9 60.4 43.1 14.0 3085 42.1 
30 石 井 養 次 11.6 60.0 42.7 14.4 3094 46.7 
31 繍 原 ナ ヲ 10.0 57.5 40.2 16.9 3110 45.4 
32 長 島 新 大 .ft!l 12.9 54.6 37.3 19.8 3140 54.5 
33 白湯野 口 湯 泉 35.6 61.5 44.2 12.9 3211 51.8 
34 百 崎 岩 =Et 2 15.4 57.4 40.1 17.0 3167 38.1 
35 姫 野 • 21.2 59.2 41.9 15.2 3160 36.5 
36 野口小事佼 (35姫野の内) (17.9) 52.1 34.8 22.3 3140 44.6 
37 末 宗 唱を ，吉 3.7 59.2 41.9 15.2 3247 38.8 
38 鮫 烏 13.5 52.8 35.5 21.6 3182 57.6 
39 横 尾 議 滋 13.1 ' 56.2 38.9 18.2 3283 39.7 
40 共 同 湿 泉 19.0 61.8 44.5 12.6 3276 32.6 
41 俵 町 哲且 泉 19.4 56.9 89.6 ‘ 17.5 3372 47.1 
42 r凸- 内 27.1 57.3 40.0 17.1 3380 70.5 
43 富 士見薬師温泉 27.5 67.1 49.8 7.3 2970 26.8 
44 ゲラウンド西共同温泉 21.2 53.2 35.9 21.2 2805 62.8 





























泉源個IJ方約 5m 70cm 
M，側方約 7m 70/1 
M.倶IJ方約 5m' 60/1 
λf‘側方約 10m 20ゲ
M，側方約 8m 15// 













































年 月 T1 T， 九|気温|問問|ザわ1-2 S2-3 
昭和15年
。C 。C 。C 。C 。C 。C L/M cm. mm cm. mlm 
5月 61.5 54.1 49.7 17.5 19.7 17.9 10.38 16.7 11.4 ， 
， 6 60.3 • 53.8 50.4 21.0 23.4 21.3 10.13 17.2 11.7 ， 
7 57.5 50.7 47.4 26.6 27.0 24.8 7.74 21.5 14.6 
8 56.1 49.4 46.6 25.0 27.7 26.5 7.15 22.4 16.5 
9 56.3 49.4 46.3 22.8 24.7 24.8 8.23 20.8 14.1 
10 62.6 55.8 52.5 18.4 20.8 21.9 11.21 15.1 10.2 
， 
F 
11 61.4 53.7 50.0 13.6 16.2 18.3 9.87 20.3 13.7 
‘ 昭和16年
67.3 60.2 56.4 4.8 6.6 10.7 13.15 12.0 8.2 
2 61.9 55.4 51.9 4.5 6.9 9.6 14.34 11.5 7.8 
3 61.9 55.8 52.5 10.5 12.1 11.6 13.56 12.2 8.3 
4 63.2 55.1 52.7 13.0 15.5 14.6 13.51 12.2 8.8 
8 60.0 55.6 58.1 23.8 26.5 25.2 11.26 14.7 10.0 
9 61.0 56.1 54.7 21.1 23.8 24.0 12.77 12.9 8.8 
10 58.8 54.3 54.1 16.5 19.5 20.6 13.23 12.4 8.5 
11 61.7 55.1 50.9 18.8 15.7 17.9 13.17 12.6 8.5 
12 62.1 55.8 51.6 9.2 11.0 13.9 13.21 12.5 8.5 
I 
(Tnは第n番のマシホー jレの泉温である.マシホーyレ間隔 ;ll_?=(j!lm， 12_~=.17m. 
註(S(n-l)ー "はマシホールの第 n-l呑と第 n番閉めsを示す
1昭和 15年度は開設省初で配管長が 16年度より可なり少ないの
第 7園 研究所引湯冷却皮の年鎗化と気温叉はi也湿の影響

































dT 第 5表別府引湯各匿の k~~ (cal. cm. min) 
調査{間庭 |ぺ7| 調査{閏虚 |是:fl 
* M，-M;‘ 0.135 S，←29 0.635 
ネ
M.-lIf， 0.280 S，-31 0.781 
3生
M，-s'， 0.750 M.-1 0.444 
S，-S2 0.316 1，ー 12 0.514 
S2-S• 0.368 12-13 0.392 
a‘ M，-S，昆 0.646 M;-44 0.785 
本
4‘ 





























k=).刈 logC2h/了。)=0.0698-0.209 caJ. cm.-1 min-1 CC)-l 



























今試みに別府引湯のk=2X10-3 cal cm-1 sec-1 CC)-1と見れば






















6) 備，別府引湯の冷却率k-a;.' ì ， 止等~決定した。野外表土の熱停導度止は漆喰
やコンクリートと犬腫同程度のゃうである。
絡めに，研究所内の引湯施設及び本調査は文部省科』態研究費によったもので，感謝に堪
えない4
、I.'lti、
